
l. 化学品及び会社情報

製品名：
仕様：
会社名：
所在地：
担当者名：
電話番号：
FAX番号：
緊急連絡先：
整理番号：
主用途として：

2. 危険有害性の要約

安全デ ー タシ ー ト

水溶性切削液(エマルジョン)
02C25
株式会社MonotaRO
〒660-0876 兵庫県尼崎市竹谷町2-183　リベル3階
商品お問合せ窓口
0120-443-509 

0120-289-888  

所在地と同じ
M251219
水溶性切削油剤

化学品の GHS 分類： 眼に対する重篤な損傷性又は眼刺激性： 区分 1

GHS ラベル要素：

絵表示

注意喚起語：

危険有害性情報：

生殖細胞変異原性 区分lB

水生環境有害性 短期（急性） ： 区分3

水生環境有害性 長期（慢性） ： 区分3

危険

H318: 重篤な眼の損傷

H340: 遣伝性疾患のおそれ

H412: 長期継続的影響により水生生物に有害

注意書き：

「安全対策」 P201: 使用前に取扱説明書を入手すること。

作成 2002年 3月25日

改訂 2021年11月 1日

改訂 2025年 4月 1日

P202: 全ての安全注意を読み理解するまで取り扱わないこと。

P273: 哀境への放出を避けること。

P280: 保護手袋、 保護眼鏡、 保護面、 保護衣を着用すること。

「応急措置」 P305-t•P35l+P338+P310: 眼に入った場合、 水で数分問注意深く洗うこと。 次にコンタク

トレンズを着用していて容易に外せる場合は外すこと。 その後も洗浄を続けるこ

と。 直ちに医師に連絡すること。

P308+P313: 暴露又は暴露の懸念がある場合：医師の診察・手当てをうけること。

P333+P313: 皮膚刺激又は発疹が生じた場合、 医師の診断、 手当てを受けること。

「保 管」 P405 施錠して保管すること。

「廃 棄」 P501：内容物や容器を承認された処理施設に廃棄すること。



3. 組成及び成分情報

化学物質・混合物の区別：

危険有害成分

化学名又は一般名：

溶剤精製低粘度ナフテン

溶剤精製低粘度バラフィン

Nーシ外キシルジエク/-ルアミン

碩ス）しホン酎トリりム

2-7ミJ-2ーメチルブロバJ-1�

5（又は6)ーカル討•シー4--J\キシル沙在＼キサ
-2-Iン一1ーオクタン青

C15-30水素化鉱油

ドデカンニ酸

N.NージシクW＼キシJWミン

1,2ーベンゾチガ-Jl.-3ーオン

非危険有害成分：

化学名又は一般名：

水

潤滑油添加剤

混合物

濃度又は濃度範囲（駕9/")

〉=20-〈30

〉=20-(30

〉=3-<10

〉=1-〈10

〉=1-<10

)=1-(10 

〉=1-<10

)=1-<10 

〉=0.1-<l

〉=0.1-〈1

濃度又は浪度範囲（％胃／胃）

く6

〉=20-〈30

総鉱油含有率 （％w/w) 〉=50,<60

官報公示整理番号

構成物質は全て既存化学物質であるが、 番号は営業秘密であり非公開。

省略記号の説明はセクション1 6を参照する。

4. 応急措置

一般的アドバイス： 危険域から避難させる。

医師に相談する。

この安全デ ー タシー トを担当医に見せる。

被災者を 一人にしない。

化審法 安衛法

3-2261

9-1732

9-1780

9-424

9-118

2-878

3-2259

3-2686

9-1845

化審法 安衛法



吸入した場合：

皮膚に付着した場合：

眼に入った場合：

飲み込んだ場合：

急性症状及び遅発性症状

の最も重要な徴候症状

5. 火災時の措置

適切な消火剤：

使ってはならない消火剤：

特有の危険有害性：

有害燃焼副産物：

特定の消火方法：

消火を行なう者の保護：

6. 漏出時の措置

人体に対する注意事項

• 新鮮な空気の場所に移動させ、 体を毛布等でおおい、 保温して安静を保

つ。 必要に応じて医師の診断を受ける。

． 汚染された衣服・靴等を速やかに脱ぎ、 多量の水又は微温湯と石鹸で付

着した部分を洗う。 加熱状態の製品が触れた場合は、 洗浄した後に火傷

に対する措置をおこなわなければならない。 又、 水泡、 痛み等の症状が

でた場合には、 必要に応じて医師の診断を受ける。

• 清浄な水で十分に目を洗浄した後、 直ちに医師の診断を受ける。 洗眼の

際、 目蓋を指でよく開いて、 眼球、 目蓋の隅々まで水がよく行き渡るよ

うに洗浄する。 コンタクトレンズを使用している場合は、 固着していな

い限り、 取り除いて洗浄を続ける。

・ 無理に吐かせないで、 直ちに医師の診断を受ける。 口の中が汚染されて

いる場合は、 水で十分洗浄する。

①飲み込むと、 下痢、 嘔吐する可能性がある。

②目に入ると炎症を起こす可能性がある。

③ミスト・蒸気を吸入すると気分が悪
・

くなることがある。

粉末消火薬剤、 泡消火薬剤、 二酸化炭素、 霧状の強化液等が有効である。

冷却の目的で霧状水は用いても良いが、 消火に棒状水を用いてはならない

火災を拡大し危険な場合がある。

火災時には消火用水が排水溝ないし水路へ流出しないよう防止すること。

有害燃焼生成物は知られていない。

消火作業は可能な限り風上から行う。 火災発生場所の周辺に関係者以外の

立ち入りを禁止する。 火元への燃焼源を断ち、 適切な消火剤を使用して消

火する。 初期の火災の際には、 粉末消火薬剤、 二酸化炭素消火器を用いる

大規模火災の際には、 泡消火薬剤を用いて空気を遮断することが有効であ

る。 注水は火災を拡大して危険な場合がある。

消火の際には、 風上から行い必ず保護具を着用する。 燃焼又は高温により

有毒なガス（一酸化炭素等）が生成する可能性があるので、 呼吸用保護具

を着用する。

保護具及び緊急時措置： 除去作業の際には必ず適切な保護具を着用する。 大鼠の場合は、 漏油した

場所の周辺にはロ ープを張る等して、 関係者以外の立ち入りを禁止する。

環境に対する注意事項： 流出して製品が河川・下水道等に排出され、 環境へ影響を起こさないよう

ないように注意する。

封じ込め及び浄化の方法・機材 漏出源を遮断し、 漏れを止める。 少量の場合は、 土砂、 ウエス等に吸着さ

二次災害の防止策：

せ空容器に回収し、 その後を完全にウエス等で拭き取る。 大獄の場合は、

漏洩した液を士砂等でその流れを止め、 安全な場所に導いた後、 出来るだ

け空容器に回収し、 河川・下水道等に排出されない様に注意する。 海上の

場合は、 オイルフェンスを展開して拡散を防止し、 吸着マット等で吸い取

る。 薬剤を用いる場合は、国土交通省令・爽境省令で定める技術上の基準

に適合したものでなければならない。

環境規則に従って汚染された物体及び場所を良く洗浄する。



7. 取り扱い及び保管J::.の注意

取り扱い：

技術的対策：

安全取り扱い注意事項：

接触回避：

衛生対策：

その他の注意：

保管：

安全な保管条件：

保管安定性に関する

詳しい情報

安全な容器包装材料：

8. 暴露防止及び保護措置

取り扱いには適切な保護具を必ず着用し直接の接触を避ける。 容器から取

り出す時には、 適切な道具を使用すること。 又、 口の中に入れたり 、 食べ

たりしてはならない。

指定数量以上の量を取り扱う場合には、 消防法で定められた基準に満足す

る製造所、 貯蔵所、 取扱所で行なう。 密閉された装置、 機器又は局所排気

装置を使用する。 製品から発生した蒸気は空気より重く滞留しやすいので

みだりに蒸気を発散させないと供に作業場所の換気を十分に行なう。

炎、 火花、 又は高温体等との接触を避ける。 空容器に圧力をかけてはなら

ない。 圧力をかけると破裂することがある。 容器は溶接、 加熱 、 穴開け又

は切断してはならない。 爆発を伴って残留物が発火することがある。

強酸化剤と接触すると反応する可能性がある。

作業中は飲食、 喫煙をしない。 休憩場所には、 手洗い、 洗眼等の設備を設

け、 取り扱い後に手、 顔等を良く洗う。 また｀ 休息場所には、 手袋等の汚

染された保護具を持ち込んではならない。

使用する際は製品カタログ等を参照し、 希釈倍率を確認の上 、 水に希釈し

て使用すること。

直射日光を避け、 換気の良い場所に保管すること。 保管の際には、 熱． ス

パ ーク、 火炎並びに静電気蓄積を避けると供にみだりに蒸気を発生させな

い。 ハロゲン類、 強酸類 、 アルカリ類、 酸化性物質と接触並びに同 ー場所

での保管を避ける。

指示通りに保管又は使用した場合は、 分解することはない。

適した材質： 「危険物の規制に隅する規則別表第3の2」に準拠した容器を

使用する。

作業環境における成分別暴露限界／許容濃度

成分

溶剤精製低粘度ナフテン

溶剤精製低粘度パラフィン

C.15-30水素化鉱油

設備対策：

保護具：

呼吸用保護具：

手の保護具：

材質：

指標（暴露形態） 管理浪度／許容濃度 出典

OEL-M（ミスト） 3mg／面 日本産業衛生学会（許容濃度

T胃A（臥麒） 5mg/rri ACGIH 

OEL-M（ミスト） 3mg/rrl 日本産業衛生学会（許容濃度

TWA（臥麒） 5mg/rri ACGIH 

OEL-M（ミスト） 3mg/n:i 日本産業衛生学会（許容濃度

T胃A（い麒） 5mg/rri ACGIH 

ミスト・蒸気が発生する場所は発生源の密閉化、 又は排気装置を設ける。

取り扱い場所の近くに、 洗眼及び身体洗浄のための設偏を設ける。

ミスト・蒸気が発生する場合、 必要に応じて防毒マスク（有機ガス用）を着

用する。 密閉された場所では、 送気マスクを着用する。

耐油性（不浸透性）保護手袋を着用する。



備考：

眼の保護具：

皮膚及び身体の保護具：

9. 物理的及び化学的性質

物理状態：

色：

臭い：

融点／凝固点：

流動点：

沸点又は初留点及び沸騰範囲：

可燃性：

爆発下限界：

爆発上限界：

引火点：

自然発火点：

分解温度：

PH: 

動粘性率（動粘度）

溶解性：

溶媒に対する溶解性：

製造メ ーカ ーと相談の上、 作業場所に相応しい防護手袋を着用すること。

飛沫が飛ぶ場合には、 普通型眼鏡を着用する。

耐油性の長袖作業着、 安全靴を着用する。 濡れた衣服は脱ぎ、 完全に洗浄し

てから再使用する。

液体

褐色

わずかに臭気あり

データなし

データなし

データなし

データなし

データなし

データなし

データなし

データなし

データなし

9. 3 (10倍液）

データなし

水に対する溶解性 可溶

データなし

n
ー オクタノ ール／水分配係数： データなし

蒸気圧：

密度：

相対ガス密度：

粒子特性：

10. 安定性及び反応性

化学的安定性：

反応性：

危険有害反応可能性：

避けるべき条件：

混触危険物質：

危険有害な分解生成物：

11. 有害性情報

急性毒性：

皮膚腐食性／刺激性：

製品：

備考

眼に対する重篤な損傷性／刺激性

製品：

備考

呼吸器感作性又は皮膚感作性

呼吸器感作性

データなし

0.93g/cni(l5℃) 

データなし

データなし

常温・常圧で安定。

指示通りに保管した場合には、 分解することはない。

指示通りに保管した場合には、 分解することはない。

強酸化剤との接触を避ける。

強酸化剤と接触すると反応する可能性がある。

燃焼の際は、 一酸化炭素等が発生する可能性がある。

データが不足しているので分類されていない。

データが不足しているので分類されていない。

皮膚に刺激／皮膚炎を起こすことがある。

重篤な眼の損傷る

眼に永久的な損揚が起こることがある。

データが不足しているので分類されていない。



皮膚感作性

製品：

備考

生殖細胞変異原性：

発がん性：

生殖毒性：

特定標的臓器毒性（単回暴露）

特定標的臓器毒性（反復暴露）

誤えん有害性

12. 環境影響情報

生態毒性：

残留性・分解性：

生体蓄積性：

土壌中の移動性：

オゾン層への有害性：

その他の有害影響：

製品

生態系に関する追加情報

13. 廃棄上の注意

残余廃棄物

汚染容器及び包装

焼却する場合

14. 輸送上の注意

国際規制：

データが不足しているので分類されていない。

皮膚接触並びにエアゾル又は粉塵の吸入により、 過敏な人出は感作が

起きることがある。

遣伝性疾患のおそれ。

配合成分を基に、 区分に該当しないとした。 又OSHAでは、 「本製品に

使用している鉱油は、 高度精製鉱油であり、 IARCでは高度精製油はグ

ループ 3 （ヒトに対して発癌性について 分類できない）と評価されて

いる。 EUによる評価では、 「本製品に使用している鉱油は、 発癌性物

質としての分類は適用される必要はない」と評価されている。

データが不足しているので分類されていない。

データが不足しているので分類されていない。

データが不足しているので分類されていない。

データが不足しているので分類されていない。

データが不足しているので分類されていない。

データなし。

データなし。

データなし。

データなし。

非該当。

職業上の規則に反した取り扱い、 処理が行なわれた場合は、 現境に及ぽす

危険性を除外して考えることは出来ない。

長期継続的影響によって水生生物に有害。

事業者は産業廃棄物を自ら処理するか、 又は都道府県知事の許可を受け産業

廃棄物処理業者、 もしくは地方公共団体がその処理を行っている場合にはそ

こに委託して処理する。

残余廃棄物は産業廃棄物として「産業廃棄物の処理及び清掃に関する法律施

行令」で規制されているので、 そのまま埋めたり投棄してはならない。

内容物を完全に除去した後に産業廃棄物として処理する。

安全な場所で、 かつ、 燃焼又は爆発によって他に危害又は損害を及ぼす恐れ

のない方法で行うと共に見張り人をつける。 その燃え殻については「産業

廃棄物の処理及び清掃に関する法律施行令」に定められた基準以下であるこ

とを確認しなければならない。

陸上輸送(ADR) 危険物として規制されていない。

陸上輪送 (UNRTDG)

国連番号 非該当

国連輸送名 (Proper shipping name) 非該当



国連分類(Class) 非該当

副次危険性(Subsidiary risk) 非該当

容器等級(Packing group) 非該当

ラベル(Labels) 非該当

環境有害性 非該当

航空輸送(IATA-DGR)

UN/ID番号(UN/IDnunmber) 非該当

国連輸送名(Proper shipping name) 非該当

国連分類（Class) 非該当

副次危険性(Subsidiary risk) 非該当

容器等級（Packing group) 非該当

ラベル(Labels) 非該当

梱包指示（貨物機）（Packing instruction 

cargo aircraft) 非該当

梱包指示（旅客機）（Packing instruction) 

passenger aircraft) 非該当

海上輸送(IMDG-Code)

国連番号 非該当

国連輸送名(Proper shipping name) 非該当

国連分類（Class) 非該当

副次危険性(Subsidiary risk) 非該当

容器等級(Packing group) 非該当

ラベル(Labels) 非該当

EmS コ ー ド 非該当

海洋汚染物質（該当·非該当） 非該当

MARPOL 73/78附属書II及びIBCコ ー ドによるばら積み輸送される液体物質（該当・非該当）

供給された状態の製品には非該当。

国内規制：

消防法における危険物に該当しない。陸上輸送

容器 「危険物の規制に関する規則別表第3の2」に準拠した容器を使用する。

容器表示1

容器表示2

容器表示3

積載方法

道路法

海上輸送

航空輸送

輸送の特定の

安全対策及び条件

規制なし。

容器が著しく摩擦又は動揺を起こさないように運搬する。

運搬時の積み重ね高さは3m以下とする。 第1類及び第6類の危険物及び高圧ガスと

の混載しない。

危険物に該当しない。

船舶安全法における危険物に該当しない。

航空法における危険物に該当しない。

輸送前に容器の破損、 腐食、 漏れのないことを確かめる。 転倒、 落下、 損傷のないよ

うに積込み、 荷崩れ防止を確実に行なう。 容器が著しく摩擦又は動揺を起こさないよ

うに運搬する。 該当法規に従い、 包装、 容器、 表示、 輸送を行なう。

（注）国の特定の法規制は、 項目 15を参照する。

特別の安全対策

備考

15. 適用法令

消防法

国際輸送に関する国連勧告の定義上は、 危険物に該当しない。

危険物、 指定可燃物に該当しない



化学物質の審査及び製造等の

規制に関する法律（化審法）

労働安全衛生法（安衛法）

製造が禁止される有害物

製造の許可を受けるべき有害物

健康障害防止指針公表物質

変異原生の認められた化学物質

（既存化学物質）

変異原生の認められた化学物質

（新規届出化学物質）

名称等を通知すべき危険物及び有害物

法第57条の2（施行令別表第9)

化学名

2ーアミJ-2ーメチI�ブ叩J-1�

ジシクロJ\キシルアミン

1,2ーベン‘Jチ刊l)ンー3ーオ
‘

J

鉱油

名称等を通知すべき危険物及び有害物

法第57条（施行令第18条）

化学名

2-7ミJ-2ーメチJl,力1Jー）し

鉱油

特定化学物質、 監視化学物質、 優先評価化学物質に該当しない。

非該当

非該当

非該当

非該当

非該当

政令番号 含有量（％）

110 〉=1-<10

867 〉=0.1-<1

1914 〉=0.1-<1

168 〉=50-〈60

政令番号

110 

168 

皮膚等障害化学物質 不浸透性の保護具等の使用義務物質（労働安全衛生規則第594条の2)

化学名

2-7ミ）ー2ーメチ）しブnパ）-JI,

がん原性物質（労働安全衛生規則第577条の2)

特定化学物質障害予防規則

鉛中毒予防規則

有機溶剤中毒予防規則

労働安全衛生法施行令ー別表第一（危険物）

毒物及び劇物取締法（毒劇法）

化学物質排出把握管理促進法（化管法）

火薬類取締法

船舶安全法

航空法

高圧ガス保安法

非該当

非該当

非該当

非該当

非該当

非該当

非該当

非該当

危険物として規制されていない。

危険物として規制されていない。

非該当



海洋汚染等及び海上災害の

防止に関する法律 ばら積み輸送

個品輸送

下水道法

外国為替及び外国貿易法

有害液体物質(Z類）

海洋汚染物質には該当しない。

鉱油類排出規制(5mg/ fl) 

輸出貿易管理令

水質汚濁防止法

別表第1, 16項（抒ッチオ舟翡）該当 HSコード（参考） ： 3403.19 

油分排出規制 (5mg/ e許容濃度）

麻薬及び向精神薬取締法

麻薬向精神薬原料（輸出・輸入許可）

特定麻薬向精神薬原料（輸出·輸入許可）

廃棄物の処理及び清掃に関する法律

この製品の各国インベントリー収載情報：

日本(ENCS)

アメリカ合衆国（米国）（TSCA)

欧州連合(EINECS/ELINCS)

欧州連合(REACH)

カナダ(DSL)

オー ストラリア(AIIC)

韓国(KECI)

フィリピン(PICCS)

中国(IECSC)

台湾(TCSI)

16. その他の情報

非該当

非該当

産業廃棄物規制（拡散、 流出の禁止）

収載

収載

収載

REACH登録情報についてはお問い合わせ下さい。

未収載

未収載

収載

未収載

収載

収載

本SDSはJIS Z7253:2019に準拠して作成しています。

本SりSにおいて労働安全衛生法の通知対象物質の濃度が幅表示の場合は、 営業秘密である場合を含みます。

その他の略語の全文

AIICーオーストラリ7叫碑肛ンベントリ-;ANTTーブ頑躙紐麟；ASTMー輝叩憤齢；b胃一体重；CMR—紐准輝it、国晦秘とされ這；DINードイ浪

蒻雑喜；DSL—酌輯l)スト（対'/);ECx—雌@X駕販阪及ぽすと考えられる難；ELx--!I遣帆駕販焚及ぼすと考えられる賄齢；EmS—鷲蜘スケジュ哺；ENCSーは靭員靴判

貫リスト；ErCx一任勤双販阪及ぼすと考えられる藍長累；ERG一覧訣勅封Iき；GHS-f.昇胃屑システム：GLP一因尉U暉；IARC一圃籍ル観麟；IATAー圃嫌空困謹会；IBC—謙化

雑0ばら翻瞑綱伽輯扇歓酎る暉應；1C50-50％翻酸；ICAO—曝蹟懃馴；IECSC—帽庫囀債；IMDG屑闘遠輯舷；IMO—眼観顧；

ISHL—艤詮畜鎌(B本）；ISO—暉畔籟J;KECIー麒翻靴争賃礁；LC50-50滋磁；LD50-50謹烈（辛負競粒）；MARPOL-"幻；砺鯖灼珈暉；n.

o.s. —信に贔紐転されて9lるも0を像<;Nchーチリ鵜肩；NO(A)ECー鮪眉阻得競；NO(A)EL一姜腺臼得V咄；NOELR—紺i割棧雛俯袷；NOMーメキシコ岱慎舅；NTP-•消掴

輝匂aり弘；NZioC—ユージーランド静翻繕；OECD—靭勧醗闊；OPPTS叱囀蛉·頌眉紐；PBTー勧舵·拉攀·有雛（顧）；PICCS-7ィリEン砕帳イン

ベントリ-;(Q)SARー（足闇）鰤t膿；REACH一符争賃0蒻・謹・飼長び賎；（REACH)に酎る翡(EC)贔1907/2006:SADTー記囲り惰園度；SDSー安全チク沃卜；

TECIータイに屈存砒雑動インベントリ-;TCSIー合肴僻麒インベントリ—;TDG—鎌籟送；TSCAー棺麒鴫（輝）；UN-謎；UNRTDG—暉複雑輯軽齢；vPvBー非魯に9

謄汲辞飲韻横ll;WHMIS—開堪謙栢捲輯髄システム

製品安全データシー トは、 危険有害な化学製品について、 安全な取り扱いを確保するための参考情報として取扱う事

業者に提供されるものです。 取扱う事業者は、 これを参考として、 自らの責任において、 個々の取り扱い等の実態に

応じた適切な処置を講ずることが必要であることを理解した上で、 活用されるようお願いします。

従って、 本データシートそのものは、 安全の保証書ではありません。 また本データはJIS Z 7253:2012に沿って、 石

油連盟にて作成した SDSモデル及び改定日時点で弊社のサプライチェ ーンを通じ上流メーカーから得られた情報を基

に作成したものであり、 その内容やデータについて弊社製品そのものを反映している訳ではなく、 すべてを保証する

ものでもありません。 各種法令改正や製品情報の改定により今後も内容が変更されますので、 販売・流通事業者は、

取扱事業者に対し、 常に最新の安全データシートを提供するようにお願いします。




